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台台籍籍日日日日作作家家作作家家東東山山《《良良良良《《小小小小的的地地方方  

――「「複複寫寫羊羊皮皮羊羊皮皮紙紙」」《《紋紋身身街街的的紋紋身身成成長長之之少少―― 

 

謝惠貞 

文藻外日大學日本日文系副教授 

  

要要  旨旨  

  

台籍日日作家作家東山，繼直木獎得獎作《流的、《我殺《人與殺

我《人的的後，發表了以台灣為背景《第三部良說《小小的地方》（文

藝春秋，2019.11)。此作以紋身良武為主角，描繪了一個在台北西門

町展開《少年成長故事。 

本論文首先將西門町《小景視為李明璁所言的「複寫羊皮羊皮，將

紋身《象徵意義，分為「作為身份認同」等積極意義和「逃避《修辭

學皮等消極意義來分析，凸顯此小龍蛇雜處《思想上《「複寫羊皮羊皮

價值觀。再者，從「透視法（perspective）」(遠近法)《概念出發，論

述了「標註假名皮及註解，如何產生日言・文化上的「複寫羊皮紙」
的效果。 

此外，關注此作作為教養良說（成長小說）的面向，闡明刺青意

義《辯證，如何帶給良武《價值觀這張結構上《「複寫羊皮羊皮影響

以及反復消去／覆蓋《過程。相對於將西門町理想化為烏托邦《「依
愛（amae）皮，諷刺小描繪了對於社會《邊緣人來說，這裡是一個反烏

托邦世界。並考察上述價值觀衝突及交涉，如何形塑主角身份認同形

成《過程。 

 

關鍵詞: 複寫羊皮紙、身分認同、透視法、烏托邦／反烏托邦、 

教養良說（成長小說） 
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A Study on A Small Place by the Taiwanese-Japanese 
Writer Akira Higashiyama: The Bildungsroman of a Young 

Boy Born at the “Palimpsest-like” Tattoo Street 
 

Xie, Hui-zhen 

Associate Professor, Department of Japanese, Wenzao Ursuline 

University of Languages, Taiwan 

 

Abstract 
 

Akira Higashiyama, a Taiwanese-Japanese writer, published his novel 

A Small Place (by Bungeishunju Ltd. in Nov. 2019) which is set in Taiwan. 

The novel, featuring a young boy named Xiaowu, depicts a Bildungsroman 

unfolding in Ximending, Taipei City. 

In this thesis, the landscape of Ximending is regarded as “palimpsest” 

described by Lee, Ming-Tsung, and the symbolic meaning of tattoos is 

divided into positive meaning and negative meaning. Additionally, starting 

from the concept of “perspective”, this thesis discusses “furigana” and 

annotation as well as how to present the form of a piece of “palimpsest”. 

What’s more, this thesis aims to take the novel as an example of 

bildungsroman novel, and illustrates the dialectical significance of the 

tattoos, including how it affects the formation of Xiaowu’s values.  

This thesis also examines the conflict and negotiation of the 

aforementioned values as well as how to retrospect the process of the 

formation of identity. 

 

Keywords: palimpsest, identity, perspective, utopia/dystopia, 

bildungsroman novel (novel of initiation) 
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在在日日台台湾湾人人作作家家、、東東山山彰彰良良『『小小ささなな場場所所』』研研究究  

――「「パパリリンンププセセスストト」」をを成成ししたた紋紋����街街のの少少年年成成����――  

 

��� 

������日�����准教授 

 

要要  旨旨  

    

在日台湾人作家街東山彰良�����は、台湾を�台とした『小

さな場所』�����、2019.11�を��した。�作�は、の少小武
シ ャ オ ウ

を主人公に、台�����街紋��を�台に������る少年の

成成��を描いている。 

小��は、�����街��を李明璁が��た「パリンプセスト」

とみなし、刺�街��を��的な��と、��的な��に��て�

析し、����街���を�する�考���街「パリンプセスト」

を指摘する。さ�に、「���」街��か�、「��がな」�注�が

どのように����化���街「パリンプセスト」効果を生み出し

ているのかを考察する。 

�た、�作街教�小��成成小��として街��にも注目し、刺

�を��る��街��が、小武街���という構造上の「パリンプ

セスト」にどういった��を�し、������を���さ�たの

かを�明する。小武街「�え」街��が、紋��をユートピアとし

て理想化しているのとは対照的に、社会の周縁人にとっては、ここ

がディストピア街��として�在しているという�刺が描か�てい

ることがわかる。��街���街��と��が、主人公のアイデン

ティティの�成��にど街ような��を与えているのかを��る。 

 

キーワード: パリンプセスト、アイデンティティ、���、 

ユートピア�ディストピア、教�小��成成小��
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在在日日台台湾湾人人作作家家、、東東山山彰彰良良『『小小ささなな場場所所』』研研究究 
――「「パパリリンンププセセスストト」」をを成成ししたた紋紋����のの少少年年成成����物物―― 

 
���  

文��物��日�物文��准教授  

 

1.  ははじじめめにに  

東山彰良は、�����作『�』、����文��、��作���、

����文��の����作『�が�した人と�を�した人』  に続

いて、�じ�台湾を�台とした�作�となる『小さな場所』�文��

秋、2019.11。��物�は����『小小���』����、2019.11。

���作の��は日�物�の����の�を�す。�を��した。9

歳の少年である小武
シャオウ

を�人�に、���の紋��を�台に��した

�作は、周縁人の�まる���に�まれた小武が、�らの��など

をめ�る���と��しながら成�してい��物である。  

周縁人の��などをめ�る���が、小武の成�にどういった影

�を�えているのかを�明するため、筆者は、李明璁が���を

「パリンプセスト�palimpsest�」1�文字を消して別の内容を上書き

した���の��のこと�に例えたことを��し、��の��や、

日台��の�物�文化の��を分析した上で、小武の���が次々

に消��上書きされる場になっていることを��したい。  

まず、��が��する�������な��が、思考レベルの

「パリンプセスト」のように、���し書き換えられ、��されて

いる箇所を分析する。また、����を��する文化��の��を

考察することによって、日台�の��や文化などが、�物�文化レ

ベルの「パリンプセスト」のように、いかに����され、���

 
1  原文「���������」。李明璁�2009�「�����化�����「�東

�」消���������」『文化研究』 9、台������文化研究��、
p.127 
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スト性�intertexuality�を��ているのか、ひいては、異国の少年に

感情移入しやすくしているのかを��る。  

さらに、��の小武の成��境の��を��て、��小��成�

小����の���点から、紋�街は「ユートピア」か「ディスト

ピア」かという���機能にも焦点を当てる。その���と��す

ることによって、小武がどのように能動性を発揮し、自己アイデン

ティティを形成しているのかを考察する。   

 

2.  ����景景刺刺��
タトゥー

・・周周縁縁人人――紋紋��街街
もんしんがい

奇奇��  

2.1  「「パパリリンンププセセスストト」」のの����をを成成ししたた西西����
せいもんちょう

にに生生ままれれてて  
本作の舞台となる西��は、もともと東山が幼少期に住んでいた

廣州街�くの生��で 2、���の���metonymy�機能を持って

いる。このことから、東山はアイデンティティ形成期の��を��

したこの��に、台�に�する自�の感情を��し3、それと同時に、

小武に自己を��していると考えられる。また、本作を��するに

あたっては、作�である�自�の��が��な�考��になると�

えよう。  

東山はかつて「�本�小�の場�としての「台�」」と�したリー

���との��に�いて、��のように��ている。「どこにも属さ

ないという感�がある。……この��感こそが、�境��の本�で

ある」 4。���は��による。��同�その後発表した『小さな場

�』では、まさに台�の��を��することで、周縁人の��感を

明らかにしている。  

 
2「�にとっての「台�」��」に東山彰良�2019�が��した「���場  最後

のもうひと���。」�東京人���、『東京人』2019 年 11 月号、東京����

版、p.55�の�で、「��で�本��してくるまで、�は台�の�州街にある�

��の�で�らしていた」と��している。  
3  また東山自�も、台�に�ってくるた�に西��の本�を�れた�、小�に�

�な��を�した�していると明�している。東山彰良�2019�「���」『�

境』、東京����、p.20 
4  リー�景��、東山彰良�2016�「��  �本�小�の場�としての「台�」」

『すばる』38-4、東京����、pp.168-182 
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��されている「�い�猫」、「��が���明」、「�の�
う た

」、「あ

とは���け」、「��と���」、「小さな場所」の 6 篇の短篇は、

西�町という映�街、日本のサブカルチャー、援助��、��
や く ざ

の世

界5などが混在する��な��の中で��されている。また、日本の

�者�東山彰良の��を��している。例えば、ノムノムという�

者は、「本の中で�しよう�⑦東山彰良「小さな場所」」という�事

の中で、「西�町は「日本で�えば���たいな場所」と形容される

事が多い若者の街です」6と指摘しており、日本人�者が�し�を感

じやすいことがわかる。李明璁の研究「脱�再カテゴリー化する西

�町�「東京的な」消���の��と��」によると、西�町は「�

湾と日本の文化が入り混じった「東京的な」消���」 7であり、

「すでに��され、消去されているが、日本の植民地時代の�代性、

旧国民党政権の��主�の��、ローカル�グローバルなつながり

を�つ若者たちのサブカルチャー��が���なったパリンプセス

ト」8のようであるという。では、本作は西�町をどのように���

けているのであろうか。  

本作の主人公の少年、小武の目には以下のように映っていたこと

がわかる。「西�町はどちらかといえば浮ついた街で、��中�げる

ようなところがたくさんある。……若者たちは�地裏や地下で�っ

たり、悪いクスリをやったり、盛りのついた猫のように色恋沙汰に

かまけていた」�p.16�。少年の目を�して、�らの出�である西�

町は、��の��・周縁であるという��を浮き彫りにしている。  

この��が、作者が焦点を当てたい現実や���って�しいテク

スト��を作り出し、�日�的な世界を表現していると��えよう。

このことから、西�町にはまさに「パリンプセスト」のように、多

 
5 ��彥�1999�『紅樓尋星夢――西�町的�事』、���博揚文化、pp.110-129 
6  ノムノム「本の中で�しよう�⑦東山彰良「小さな場所」」、Ameba、2020.5.29。
https://ameblo.jp/mikikon1031/entry-12600296602.html�2020.12.12 閱��  
7  李明璁�2009�「去�再��化的西�町�「�東京」消�地�的�����」

『文化研究』9、���中�民国文化研究��、p.120 
8 同上  
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�の寓意や文化的蓄積があり、ヤクザ勢力、性的取引、民俗信仰と

の力学を��する本作のテク����を構築するには、��に��

的な能動性を与えていることがわかる。   

 

2.2  少少年年がが聞聞いいたた刺刺��のののの��的的徴徴的的意意味味――光光とと影影のの背背反反すするる能能  

上�した��がどのように築き上げられたのかを��するには、

���で繰り広げられる刺�への��とそのの�が、���の��

が持つ��の寓意や文化的蓄積をいかに支え、強化しているのかと

いう点に注目しなければならない。刺�は登場人物の主張を��し

たものであるため、肯定的な意味と否定的な意味に分けて以下のよ

うに分析する。  

肯定的な意味としては 5 点が挙げられる。1.刺�は力の換喩であ

る。例えば、��主�者の彫り師ケニーは、「おれたちは、その力を

必要とする人たちにとどけてる」�p.11�と�っている。一方、小武

は���の��として、「虎の威を借る狐とおなじで、レオもしだい

に刺�の威を借るようになった」�p.120�と�明した。また、ニン

姐
ね え

さんは刺�を���らかすケニーに対して、「刺�って牙のような

もんでしょ、……牙ってのは本当に使わなきゃならないときまで�

しておくもんなのよ」�p.185�と�している。��で刺�が力の換

喩であることを明示している。   

2.刺�はアイデンティティを表現するものである。こだわりを持

つニン姐さんは、「���はないものねだりのの�よ。自分の��に

根ざしてないものを体に入れると、自分が自分じゃなくなっていく

の」�p.14�と�り、��
ア フ ア

は小武に対して、「刺�を入れるようなや

つはな、自分は他人とはちがうってことをみんなに知ってもらいて

えんだよ。」�p.12�と�明した。両者とも、刺�を��において自

�のアイデンティティを表現するものと考えている。   

3.刺�は�意のの�である。ニン姐さんは、「刺�ってのは��の

�しでしょ�動物にどんな��があるっていうの�」�p.25�と�っ

ているように、人�には刺�を入れられるが、動物には入れられな
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いと考えている。また、ニン姐さんと同じような考えを持つ��も、

「��ってのは結婚みてえなもんよ」……「入れるより消すほうが

うんとたいへんなんだ」�p.114�と�っている。��は意�と�意

を伴う行為であることを強�している。  

4.��は当事者の��である。「�い�猫」では、����で��

を立てている猫女孩
キャットガール

が、��を入れることについて「「……あたしの

��を消すた�に、あなたの�く��がほしい」……「……すくな

くとも彫りあがるまでは死にません」」�p.29�と自らの��を�し

くしようと�みている。   

5.�を強くする媒介である。ケニーはニン姐さんに��するた�

に、わざと大口をたたいて、「��を消すのは�を�ったからじゃね

え。�に、そいつの�が強くなって、それで��なんか��なくな

ったかもしんねえだ��」�p.134�と�っている。また、ヤクザの

��
ア ワ ビ

は、�の��を�して、「「あの�は��を苦しみから救ったん

だ」……「……��にゃそういう力があるんだ……」」�p.156�と�

っている。  

否定的な意味としては次の 5 �に��できる。1.単なるファッシ

ョンである。珍珠奶茶
タピオカミルクティー

を�売する��は、「き�う�の��なんざた

だのファッションさ。」�p.11�と考えている。   

2.客の衝動に応える。功利至上主義のケニーは、「だけど、��っ

てのは衝動だ�� おれにできるのは、その��いに�き�って�

ることだけさ。」�p.15�と�っている。  

3.意�を持たない動�にも、人�と同じように��を入れること

ができる。ケニーは��の��を�けている。「女の客なんだが、自

�とおそ�いの��を犬に入れようとしたんだ」�p.24�。  

4.自己否定、��の���である。��の��はキャットガール

が「「�に��を入れた��で��死んでるからな」……「どんな侮

�も死人を傷つけることはできないんだ」」�p.32�と考えている。

さらに、後に��の密売で��された彫り師の喜喜
シ ー シ ー

は、メディアの

寵児となったキャットガールの「�の��ってのは、否定の���
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なんだ」�p.33�と批判し、加えて、ニン姐さんは�ニーを「��だ

って現実��なんじゃないかってこと�。」�p.45�と批判している。  

5.��は�や自己破滅を想像する手段である。��は、クラブで

��を使ったり、いちゃついたりする人々を分�し、「人�には破滅

��がある……�をう��想像でき�えから、あいつらは��や�

�や��のことを想像するんだ�」�p.78�と考えている。  

これ�で、��はスティグマとされてきた。スティグマ� stigma�
9はしばしば否定的とみなされる烙印で、アーヴィング・ゴッフマン

�Erving Goffman�に�れば、烙印を押されたアイデンティティと

捉えられてきた。作者自�の自分は何人
な に じ ん

であるのかというアイデン

ティティの揺らぎが、��の���の��に��されていると�み

取れる。両者とも、��からの��で付けられたスティグマとは必

ずしも一致していない。東山は中国留学中に大学の校内�の取材を

�けた�、アイデンティティについて「�は�定の国に�している

という��はない」と�えたが、後に「「�ナナ人�の��」……彼

が一�も���国の�に�って�ることを�う」 10と�されたこと

を明かしているのは、その一例である。  

しかし、��アイデンティティに�んでいた東山彰良は、『��』

で�想を��し、「自分が��れ�った��を�りに�うが、�いナ

ショナリズムに�ることはない。……血のつながりを大切にしなが

ら、文化でつながること」 11こそが新しい時代の���であると�

��けている。これが創作態度としても捉えられる。作中の人物が

��する��の�定的、否定的��は、それ�れが互いに干渉し、

���し�っている。その��、��の�つ両��に�する��を

�して、��のアイデンティティは「�リン��ス�」の�うに

次々に����書きされ、その�互干渉から独自のものとして次第

 
9  アーヴィング・ゴッフマン  �Erving Goffman��、�����2001�『スティ

グマの社会学―烙印を押されたアイデンティティ』、東��せりか書房、pp.16-
18 
10 東山彰良�2019�「�ナナ人�の��」『��』、東����社、p.13 
11 東山彰良�2019�「新しい時代」『��』、東����社、p.177 
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に��されたと�えよう。そこで、�者は��に�って�しく考�

していきたい。  

「�い��」で、����をしているキャットガールが生きてい

くために�に刺�を入れるのは、刺�が自分の��に他人の��を

覆い被せる���であると同時に、自己否定の��学でもあるから

だ。�ちらの���に�いても、まずキャットガールはそれまで堕

落していた自分を否定することで、メディアの中で生まれ変わるこ

とができた。「死�に�れて後生く」という��を小武たちに示した。   

「神様が行方不明」で、犬笛を使って��を作り出し、家出した

神様を�れ�るという不��な��を��した��の孤独
グ ウ ド ウ

さんは、

普段ゴミあさりをしている浮浪者のように、��街に�を�し、社

会から��しているように見えるが、��に�れていたいという�

人の確固たる意志を表現している。彼は小武の「じゃあ、なにが�

要なのさ�」�p.71�という��に対し、「�要なことなんか、そん

なにたくさんない。」�p.72�と答え、小武の哲学的思考を刺激して

いる。   

「�の�」に登場する原住民の教師の�明�
フオミンダオ

は、別名をNokan 
ノ ー カ ン ・

Watan
ワ タ ン

 a.k.a MC BONE ともいい、死後、虹の橋を渡る時、「�に�し

い刺�がないと、橋から突き落とされてしまうんだ」�p.91�と信じ

ていた。現代を生きるには、原住民の�りとしての刺�を�に入れ

ることはもうできない。その代わりに、何かを表現して他人と共有

することで、「�い�いは�い�い」�p.90�に変わると信じ、メジ

ャーなラッパーになることを夢見ている。だが、バイク事故の後、

ヤケクソになって、「両腕にびっしりと筋彫りが入っていた。……�

にも入れ」�p.103�ようとしたが、「刺�に�って�われちまう」

�p.103�という��の�を��ことになった。  

「あとは��だ�」のレオは、人生で「��なきゃならんときに

��」�p.118�という父の教えを��するために、刺�を入れて、

役者になった。レオの刺�は「�父に対する反発と……�められた

い」�p.119�という相反する気持ちを��している。その後、その
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��が好きだという彼女と恋に落ちたが、なんと��に�われてし

まう。彼は��りした�、��して�イ�ットし、たるんだ皮膚と

一緒に��を切り取り、��から�け�いだ人生�に�する��と

恨みをバネに、自らの�を�え上�、主�性を取り�そうとした。

しかし、�年�の��を�て�ってきた彼女と彼女の����との

�の子�を�け入れるという結末を�え、アイデンティティが何度

も��していることが��できる。   

「天使と氷砂糖」では、DV�家�����に抵抗できない游小波
ヨウシアオポオ

が、子供を�った�みを�ら�るために��を使い、「悲しみが溢れ

出してなにもかもが���になると、……��を入れるようになっ

た」�p.164�。しかし、マルケスのマジックリアリズム 12を愛する作

者は、小波が熱を出した小武を看病して母性愛を見せた時に、天使

と一緒に天に昇っていく様子を描いた。これは、『百年の孤独』で、

家族の中で一人だけ清楚なレメディオスが、シーツに包まれながら

昇天するシーンへのオマージュである。�い��の中に�を�きな

がら、正しく生きようとする人��の小波を描�することで、��

は自己破壊の一形態ではあるが、救いをもたらすこともできると強

�している。  

以上の分析を総括すると、��は常に文学の究極の��事である

「生」や「性」、「死」と��に��られていることがわかる。また、

��を異端者の美学として、�者に��している。��の��の�

味に注目する桐生��は、��は�代の神の��をイメージしたも

ので、かつては神聖な��であったが、時代の流れの中でスティグ

マになったと主張している 13。各短篇の中で、��の持つ両義性は、

小武を��な���という出自に向き合わせ続け、それを��の�

式に変え、アイデンティティの「パリンプセスト」をめぐって、何

度も思弁と��を�している。              

 
12 東山彰良�2019�「人生の���」『��』、東�����、p.115 
13 桐生���2019�『文�  デザインされた聖のかたち :��の��と��の��』、

���ミネルヴァ書房、pp.60-100 
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3. 振振りり仮仮名名とと注注��がががが織織りりななすす「「パパリリンンププセセスストト  

3.1  「「������法法」」ととししててのの文文化化翻翻��  

���作家の李琴峰は、『小さり場所』中国��版に以下のような

推薦文を寄せている。「テクセスは日��で�か�ているが、表層の

日��を�っ�り見ると、その下に台湾国��台湾華��の�が�

けて見える……この��的に混乱なる��は、��に登場する台北

市街の���し����が見知らぬマントを羽織っているかのよう

に、「異国」に変えることで、�特の��を�し出している」14。  

李琴峰が��たように、「表層の日��を�っ�り見ると、台湾国

�の�が�けて見える」のは、振り仮名を使用する文化翻�の戦略

を用いているからである。第 1 節で分析したように���の��に

は、日台米中の���文化が「パリンプセスト」のように�りり�

っている。では、東山彰良はこのような特徴をどのように���を

使用して、再現しているのであろうか。   

この��を�明するため、小�ではまず「振り仮名�ル��ト 15と

す注���トの��から、す『小さり場所』の日���著に�ける文

化翻�トとして、9 の�テ�パーに分�してまとめる。さらに、絵

画技法の「���法�Perspective�」、つまりす��法ト16の概念から、

「振り仮名ト�注�が����に�いて、どのように「パリンプセ

スト」の効果を生み出すことができるのかを分析して��る。  

まずは��に属する�1���3�の 3 つを取り上げる。�1�  

「中国�の漢字に中国�の��を��する」は、例えば、小武
シャオウ

、

���
パイコーハン

、萬華
ワンファ

、李昂
リーアン

、外労
ワイラオ

などで、現代の日��で外��の��を

 
14  李琴峰す作���異�的�����東山彰良�小小的���ト、東山彰良著、

�����2019�『小小的場所』、台北�尖端出版、p.5。日���は��による。  
15  加藤彰彦�1989�「振り仮名の��ト�藤�代��『漢字���Ⅱ�  漢字と国

���』、東��明���、p.99 
16  ��法とは、���を表現なるための絵画技法である。  ��の�の����

は���き�、��の�の����は��小さ��か�る。武������「�

形 フ ァ イ ル 」 http://zokeifile.musabi.ac.jp/%e9%81%a0%e8%bf%91%e6%b3%95/
�2020.12.1 ���  
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14  李琴峰す作���異�的�����東山彰良�小小的���ト、東山彰良著、

�����2019�『小小的場所』、台北�尖端出版、p.5。日���は��による。  
15  加藤彰彦�1989�「振り仮名の��ト�藤�代��『漢字���Ⅱ�  漢字と国

���』、東��明���、p.99 
16  ��法とは、���を表現なるための絵画技法である。  ��の�の����

は���き�、��の�の����は��小さ��か�る。武������「�

形 フ ァ イ ル 」 http://zokeifile.musabi.ac.jp/%e9%81%a0%e8%bf%91%e6%b3%95/
�2020.12.1 ���  
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��する���ナを��していることから、��の異国的な文脈を

�し出す��漢字として��づけられていることが�かる。   

しかし、�2�「�国�の漢字に日本�の��を��する」は 13 個

のみで、紋
もん

�
しん

街
がい

、���
せいもんちょう

、土地公廟
と ち こ う び ょ う

、��街
でんえいがい

、���
てっかんのん

、檳榔
びんろう

、��
む し ゃ

事件
じ け ん

、味方蕃
み か た は ん

、小人
しょうじん

、��
がんかい

、哆啦 A 夢
ド ラ え も ん

、�英�
ばえいきゅう

、蔡英文
さいえいぶん

などで、在

�文�を��する�らがなで漢字の日本�の��の振り仮名を振っ

ている。旅行、歴史書、�事��などで、これらの��を日本の�

者がすでに知っていることを示している。  

�3�「�国�の漢字に原住民�の��を��する」も、『流』には

なかった新しい��である。���
セ デ ッ ク

、����
モ ナ ・ ル ダ オ

、��
ト ウ ダ

族などがあり、

作者が初めて原住民を肯定的に描写した文章が大きく増えたことを

示している。  

次に意�に属する�4���6�を分析したい。土屋礼子は以下の

ように指摘している。日本�では、かつて漢字全�に振り仮名を振

った文体もあり、「振り仮名を�ら�む�者はかなだけの「仮名体」

となり、漢字を知る�者には漢字かな�じりの「�文体」であると

いう両方を兼用した便利な文体だとして、総振り仮名の文を「両文

体」と名づけた」 17。したがって、意��分は、�国�や���と

日本�が��され、意味を伝えると同�に「�リ��セスト」の効

果を�大�に��している。   

� 4 � 「 � 国 � の 漢 字 に 日 本 � の � � を � � す る 」 は 、

你�想�小�
�た子�を�そうとしてるな

  、�家出�
家 出

、老板
大 将

、江湖
渡 世

、����
ふ ざ け る な

、哈日族
日 本 か ぶ れ

などがあ

る。意味を伝えるだけでなく、完全ではないが、�国�がもたらす

異国情緒をおぼろげに��できるという効果を生み出している。   

�5�「���の漢字に日本�の��を��する」は、『流』と同じ

で、����に��している。幹
くそ

  、��啦
ふざけやがって

、幹你娘
く そ つ た れ

などである。

�ード�イルド小�を�意とする����は、���には��して

いないが、「��な���はおしゃれでかっこいいし、ストリート感

 
17  土屋礼子�1998�「ふりがな�の��──�代日本における文字とリテラシイ」、

『現代思想』26-10、����土�、p.111 
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があって憧れている」 18と�つて��ており、このような用�は、

ストリートで権力を持つ台湾ヤクザの�力あるスタイルを描写する

ために�中的に使用されている。   

�6�「中国�の��に中国�の��を��し、��を����た

は��の�を���する」は、��
チーロウ

�����が��に�き�た建

物�、���
シェンスウジイ

�ス�イスのきいた�����などで、���が台湾

の建築、��、習慣、信仰など特有の名称に使用されており、形、

�、意�の��は、台湾の文化的��に��を�うのに��に効果

的である。   

�7���8�は����に属し、原文は中国�、日本���の�

三の��である。��と原住民�が�い。�7�「�中国����の中

国�に日本���を��する 」は、� � �
タトウーショップ

、������
マ イ ア ミ ・ イ ン ク

、

臉 書
フェイスブック

、夜総会
ナイトクラブ

などである。中国�と日本�の文脈で共有されてい

る西洋文化が、中国�と日本�の文脈で異なる形で��されている

ことを示しており、このような「����」の��は、��には 3

つの文化が混ざり合っていることを示唆している。   

�8�「��に日本�の��や日本�の���を��する」は、

Nokan
ノーカン ・

  Watan
ワ タ ン

  a.k.a MC BONE、Thanks
あ り が と う

�Bro
ブラザ

  などで、��は��ロ

ーマ�で��されているが、����でなく、原住民����れる。

し�し、ローマ�は日本�の文脈では、おしゃれであることを示し

ている。   

�9�「中国�と日本�の�方で使�る����」は、五体投地
ご た い と う ち

、

����
きんきじやくやく

、意気消沈などである。このように、東山彰良は��方が

�しい�のには意�的に振り仮名を振っているため、日本の��に

とっては、ほとんどの��は��を�れ���することができ、理

�を��ない異化効果がある。   

総括すると、「振り仮名�ル��」を使用する文化��が、李琴峰

が��た日本�の文�の「�に台湾国�の�が��て��る」とい

 
18  東山彰良、リー����2019�「��リー���×東山彰良  日本���の�

所としての「台湾」」����、東�����、p.209 
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う「パリンプセスト」のような��体�をいかに形成しているかは、

�画の��図法���法�によって��することがで�る。まず、

�1���3�の��は、すべて中国�の漢字が地の文と並列され、

��法の「前景」となり、中国�、���、����の 3 ��の�

�を「背景」として上に��している。これは、�に���で�か

れた台紙に、中国�という外国�を前景として��た�、一�、二

�に異国の���を�し�しているもので、前景も背景も異国の景

色にすると、��の��がその��を��で�るとは�らない。ま

た、��の�4���6�は、中国�と台��が交互に「前景」とし

て機能するが、���の��の��は常に強い「背景」となり、実

�は���の台紙と一体化している。外国�として中国�や台��

を強�しているが、��の��にとっては、��に��がない��

体�をもたらしている。   

�7���8�は二���で、地の文は中国�であっても、中国�

の中の外��である。�文は、中国�、����外の��の��で、

��と����が最も��、最�層にある���の�ースを��に

消し去っている。この二�文体は、��の��図法のようなもので、

�かれた��は�と外が�なり�っているが、����図で家の壁

を�して��を�ることがで�るように�互に�ることはない。ま

るで外層の���が消されて、�層の画像が現れた「パリンプセス

ト」のようである。�9�「中国�と���の��で使える�字��」

は、��なセ����で仕切られているようなもので、中国�と�

��の漢字は異なり、使用上若干の差があるが、��するのに��

はない。   

総じていえば、「振り仮名����」を使用する文化��の�法は、

前景と背景を区別する「��図法」のようなものである。中国�、

���、台��、����、��な�の��の形、�、��が、前

にあったり、��にあったり、�れていたり、�えていたりしなが

ら、不規則な「グラデーション」の「パリンプセスト」を形成し、

その上に�なり�ったさま�まな消去�上��の��を示している。
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無知な少年である小武の目には、想像もつかない周縁人たちの出来

事が徐々に��する様子が映し出され、日�的な日本�から��し

た���の文体と見事に��している。文化��の文体の世界と、

多文化が�なり�う���の��の上書きが相まみえることで、マ

ジックリアリズム的な火花を生み出している。  

 

3.2  日日台台����テテククスストト性性 intertexuality��のののの交交  

作者が台湾という舞台を日本�で書く場�、日本の�者の��を

��するための��が��になってくる。例えば、「���」�「�

�」は、台湾と日本の��のクロスオーバーの��であり、�にも

文�、��、��な�において��ククストが��に��できるも

のがある。土田知則は、「��ククスト」という����を、

「「��こと」の��と�効にリ�クする……。それは……換喩的•

リ�ーム的な「�み」」だ 19と指摘している。これを受け、筆者は、

本作の��ククストには、�者の��の��を���こし、作品へ

の感情移入を�める効果があると考えている。  

また、『流』と��すると、本作の文化��において新しく��さ

れたものは、性3�「中国�の��に原住民�の��を��する」の

���
セ デ ッ ク

、����
モ ナ ・ ル ダ オ

、��族
ト ウ ダ ぞ く

である。このことから、『小さな場所』で

は、原住民族に新たな��が�けられ、本作における原住民の��

の��トが�されていると�える。また、日台の文化の��ククス

的な��を��にしていることもわかる。例えば、�先生は小武に

��のように�った。「「中国人が死んだら奈河橋を渡る。日本人に

とっては��の川にかかる橋だ。でも、ぼくたちの橋はそれじゃな

い」……�先生がぼくに見せようとしたのは……大きくて立派な虹

だった」性pp.91-92�。   

さらに、��は原住民の神聖な伝統であるため、作者は原住民を

��する�に、��を��的な��に昇華させており、これは本作

 
19 土田知則性2000�『��ククストの��』 ���夏目書房、p.236 
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品のサブテーマであると�えよう。例えば、小武は�先生から芸術

には�を�さぶる��的な�学があることを学んだ。彼は�先生を

以下のように見ている。「ボールペンを持ってないときは、……口の

なかでずっとなにかをつぶやいていた。それはまるで目に見えない

なにかが�先生の�をかっさらっていき、……�気�る��だった」

�p.86�。  

したがって、小武は作者の��として、「芸術家の��に�れたよ

うな気がした」�p.89�、「世界には王様が素っ裸だと天真爛漫に指さ

せる人がいる。……で、�先生はニン姐さんのような人がちゃんと

いることを知っている。」�p.83�と�く���り、彫り師のニン姐

さんにも芸術的な�があると考察している。   

ある時、ケニーが彫り師になった理由を聞かれ、「ガキのころに�

んだ芥川���の『地獄変』の��はあると思う」�p.120�と答え

た。ニン姐さんが、絵師が地獄の絵を描くために「自分の娘が火に

焼かれるのを�って見てる」�p.120��だと���ると、小武はこ

の絵に�え上がり、「芸術ってのは狂気から生まれるんだ」�p.121�

と考え、大きな衝撃を受けている。   

ニン姐さんは無節操に彫ることはなく、��を�れたい人には慎

�に考えるようにいつも�得している。また、同業者のケニーには、

「��的な��がなきゃ、��なんかただの落書き」�p.45�と忠告

している。その人物像は、��師の中の芸術家と��るに�るもの

で、原住民のラッパー、�先生の芸術的な気�と���っている。

芸術家の狂気は時に、芸術を至上として���る自己の無�の��

から生まれる。  

さらに作者は、�先生に「自由でいたいなら、孤独を恐れちゃだ

めだ」�p.98�と�わせることで、��、探偵の孤独さんがある意味

で自�の芸術や自由を��していることも暗示している。キャット

ガールや小波は自由を��して失敗したことに対し、�先生、ニン

姐さん、孤独さんら 3 人は自由を得たものの、理�されない孤独と
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いう代償を払わねばならず、「自らの生�場所を�ち�るための��、

それが芸術だ」20という作�の芸術�とも��している。  

小武は同級生と「楽園の壺」 21を描いた時、��街を壺に入れる

ことにこだわったが、同級生からは��され、その��、自分もこ

の街の周縁人の候補になりかねないことに気づいた。ニン姐さんは

慰めようとして、日台の��にも���のある『��』の「井蛙
せ い あ

に

海のことは�れないし、夏虫
か ち ゅ う

に氷のことは�れない」�p.192�とい

う��を�ち�した。��街という「小さな場所」に住む小武は蛙

のようだが、ニン姐さんは「日本人はこの�のつづきを考えたの。

……井の中の蛙大海を知らず、されど空の深さを知る」�p.192�と

続ける。この�い�しは��に��で、日本の��は��な��と

して��することができるであろう。   

また、楽曲『トイレの神様』、李昂のフェミニズム小�、東�圭吾

の『真夏の方程式』など、日本や台湾で�知�の�い���な��

を�いて、��の感��入を促し、臨場感を�めている。   

小武は、日台で 2010 年にヒットした植村花菜『トイレの神様』を

例として、「ぼくがまだ小さかったころ、お祖母さんがトイレにはき

れいな女神が棲
す

んでいると�って�をだまくらかしてトイレ��を

させる日本の歌が流行った。……神様が�ったことにしておけば、

ぼくたちが�うことを�くと�っているのだ。」�p.60�と�ってお

り、大人の�術を洞察しているだけでなく、少年が大人の世界に入

ることは�けられないと��している。   

さらに、DV の被害を受け、その反動で性に奔放になった女性、

游小波は李昂のフェミニズム作品を��している。「李昂
リ ー ア ン

はわたしと

 
20 東山彰良�2019�「新しい時代」『��』、東�����、p.176 
21  東山彰良�2017�が『流』�東�����、p.126、p.143�に『����』や

『���』など中���の��を�り入れたことから��すれば、この「楽園の

壺」は、『���』����、李���1997����中���、p.2743�に��さ

れている、中�の��時代、��� (ひちょうぼう )という人物が、薬屋の老人が

所�する壺に入れてもらったところ、そこには楽園が�がっているという物�を

��させる。  
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の『真夏の方程式』など、日本や台湾で�知�の�い���な��

を�いて、��の感��入を促し、臨場感を�めている。   

小武は、日台で 2010 年にヒットした植村花菜『トイレの神様』を

例として、「ぼくがまだ小さかったころ、お祖母さんがトイレにはき

れいな女神が棲
す

んでいると�って�をだまくらかしてトイレ��を

させる日本の歌が流行った。……神様が�ったことにしておけば、

ぼくたちが�うことを�くと�っているのだ。」�p.60�と�ってお

り、大人の�術を洞察しているだけでなく、少年が大人の世界に入

ることは�けられないと��している。   

さらに、DV の被害を受け、その反動で性に奔放になった女性、

游小波は李昂のフェミニズム作品を��している。「李昂
リ ー ア ン

はわたしと

 
20 東山彰良�2019�「新しい時代」『��』、東�����、p.176 
21  東山彰良�2017�が『流』�東�����、p.126、p.143�に『����』や

『���』など中���の��を�り入れたことから��すれば、この「楽園の

壺」は、『���』����、李���1997����中���、p.2743�に��さ

れている、中�の��時代、��� (ひちょうぼう )という人物が、薬屋の老人が

所�する壺に入れてもらったところ、そこには楽園が�がっているという物�を

��させる。  
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おなじ����の作家なの。女性の立場から小�を�いている人。

……この社会がいかに男中心かってこと」�p.151�。1993 年に藤井省

三が李昂の『夫殺し』を��し、その後、李昂の作�は��く��

されている。フェミニスト社会学者として著名な上����からも

�い��を�け、日本でもある程度��されている。   

外国人労働者のヘルパーが、小武の同級生のおばあさんをどこに

�れて�ったのかがわからない時に、同級生は、「もしお前が

東�圭吾
ドンイエグイウ

なら、ペレルンの��さんはどこにいったと�う�」

�p.222�と小武に尋ねた。小武は、「『真夏方程式』という映画を

DVD で�たことがある。……ぼくは東�圭吾になったつもりで推理

してみた。……でも、まったく見当もつかなかった」�p.222�。これ

は、日本の主な映画やテレビの文化が、台湾の人々の生�に��し

ていることを示すためである。   

以上のことからわかるように、日台の�テ�スト性は、�とんど

が�学�または���な理�を��しており、日本の�者の��や

熟考を促すための架け橋として使われている。また、台湾に��で

�れたいという興味を刺激するのにも役立っている 22。  

 

4.  教教��小小����成成��小小����ににおおににおおけけるるユユーートトピピアアととデディィスストト  

4.1  成成����程程とと程程ととユユーートトピピアアのの想想像像――実実在在すするる――しし実実在在ししなないい楽楽  

第 1�3 �で�じた刺�の�味や、��・文化が玉石混交に�なり

合う「パリンプセスト」としての���は、自然に小武の成�に影

�を与えている。その「パリンプセスト」の��は、教��成��

小�の��にも�影されている。小武のアイデンティティという

「パリンプセスト」に影�をもたらし、何度も��す上��を促し

ていることが本作の中核である。   

 
22  ����「本の中で�しよう�⑦東山彰良�2020�「小さな場所」」Ameba。
https://ameblo.jp/mikikon1031/entry-12600296602.html 【2020.12.12 閱���、日本

の�者による小�の�台を�る台湾���である  
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「成�小�」�Bildungsroman�は、ドイツで形成され、理�的に

発展し、「啓蒙」と「学習形成」という意味が��であるため、啓蒙

小�� initiation novel�、学徒小��apprenticeship novel�、�成小�

�novelog formation�とも呼ばれている23。その背景には、18 世紀の

ヨーロッパにおける啓蒙����の神権の��と人�の意�の��

めがあり、人々がどのように自我を形成し、�会に�出する�に�

い��を��ようになると、「成�小�」が��し、�洋文学の��

なジャンルとなった24。�本では「��小�」と呼ばれている 25。  

本作では、��な��街であっても、小武の彫り師やドリンク屋

への「甘え」は、�屋の家族��の「疑似家族」を作り出しており、

小武が�い�りに「甘え」ている�であることがわ�る。����

は、『�甘え�の��』の中で、「一体化を�める����を�わす�

葉ではなくて、いわばすでに相手に受け入れられ、一体化が成立し

ている状�において、もしくはそのような��が成立しているとい

う自分本位の前提の上に立って、勝手気儘
き ま ま

なほしいままの振舞をす

ることを意味している」 26と定義している。このような状況は、小

武が彫り師の生活に�け��だ時にこそ実感できるものであり、小

武も「��街という柱で支えられている」�p.197�と�めている。

彼は自�の感情を「疑似家族」の�景に投影し、互いに受け入れ合

う「甘え」の感情が、��街をユートピアとして理想化しているこ

とを示唆している。  

ユートピアの��の���は、「�い人生に、より��な���を

��しようとして、�も�ら�な「��という��」に�さわしい

��と��を��してきたのだ」 27という点にある。したがって、

 
23 ���2005�『�洋文���手�』、���書林出版、p.35 
24 戴華萱�2016�『成�的������〇年代小說家的成�書��1950‐1969�』、 

���萬卷樓、p.358 
25 池田浩士�2008�『��小�の��』東��インパクト出版会、p.6 
26 �����2004�『「甘え」の��』、東��弘文堂、p.275 
27 グレゴリー ‧クレイズ  �Gregory Claeys��、���、小�����2013�『ユ

ートピアの歴史』、東��東洋書林、p.10 
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��の�の��らしい事物や「童年はユートピアに等しい」 28とい

うのが人�の��の��であって、本作では、���に対する小武

の感情として�明することができる。それは、最終的に小武と同級

生によって描かれた架空の宝箱「楽園の壺」に姿を変えた。「楽園の

壺」という��をよく見ると、ユートピアの別名「理想�」に呼応

しており、作者の寓意は明らかである。これは、小武が��で作り

出した楽園であり、少年のユートピアであるとともに、大人の�理

と優劣を競い合い、主体性のあるアイデンティティを育成するきっ

かけであると�えよう。  

 

4.2  周周縁縁人人がが見見せせたたデディィスストトピピアアのの世世界界  

しかし、���を楽園の壺に入れるに値するかについては、実は、

第 1 節で��した��の意味の��を受け継ぎ、���がユートピ

アなのかディストピアなのかということが換喩的に���れている。

このような��が小武の成�に影�を�え、大人の世界で定められ

た��的ルールや��を受け入れるか、��するかという大きな内

���を引き�こしている。  

これによると、���の住民たちは、小武の目からはユートピア

の「光」に見えるが、キャットガールや�先生などゲストとして登

場する人物は、小武の��では���の「影」である。大人の�理

においては、最下層、無秩序といった暗�であり、���のディス

トピア的な��を��的に��している。彼らは一般社会で挫折し、

��の暗�の暗�のルールに�るものの、ヤクザ勢力、性的取引、

民俗信仰などが、周縁人を�け出せない��に�れている。   

円堂���によると、ユートピアの理想とは��の��として

「��、��、��、�理に�するなにがしかのイ�ー�を�いて

 
28 戴華萱�2016��成�的������〇年代小說�的成����1950‐1969�』、
���萬卷樓、p.325 
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いる」 29ものがディストピアである。したがって、社会の�力��

に敗北した周縁人にとって、���の���は、ディストピアの世

界として存在するのに十分であり、ユートピアへの��にもなって

いる。思い�りに「甘え」る小武とは対照的に、����者、孤独

な探偵、原住民の歌手、��に��られた者、DV の被害者などの

周縁人は、ほとんどが「甘え」ることに失敗した者たちで、作中で

彼らはすねる、ひがむ、恨むなどの感情を��で��しているが、

土�健�の��によると、これらはすべて「甘えられない」 30とい

う��に��している。暗�で生きる人々は、いわゆる健全と合法、

そして病気と犯罪の境界をさまよっている。   

しかし、東山彰良は『�境』で、フーコーの『��の�生���

と処罰』を引用し、「我々は自由に物事を決めているようでも、じつ

はその意思決定の背後には�力が�されている」 31と指摘している。

���ト�ールが生き�けるために�に��を�れたのは、デビュ

ーして有名になって、����をする生活から抜け出したいからで

ある。家出した神様を探す私立探偵は、��者のように�い�いを

していることから、�くて��があるものの、何らかの圧力で孤立

した生活を余儀なくされていることを暗示している。�社事�の�

に日本側の「味方蕃
み か た は ん

」であった原住民の子孫は、教師として働きな

がら��パーになることを��ているが、���世��に�しんで

いる。��に恋人を�われ、���になった男性と、夫の DV に対

抗できない女性は、いずれも家��制の犠牲者である。よその家の

��者を�い�の家に�れて帰り、結果的に死なせてしまった外国

人ヘルパーは、�本���で出��を余儀なくされた�働者ではな

いだろうか。  

 
29  �堂����2019�『ディストピア�フィ��������の��と対�する

��力』、東��作品社、p.14 
30 土居健��2004�『「甘え」の��』、東��弘文堂、p.35 
31 東山彰良�2019�「���人�の��」『�境』、東����社、p.14 
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ディストピア小�は―ユトピアを��し、「��こそがディストピ

アのパ�ディ�parody�文体の最大の��となっている」32と張惠娟

は指摘している。したがって、作者が描く周縁人は、無知な小武が

��だと��している���の「�」に意図的に��されており、

ディストピアの��として、上�で分析した����を��してい

ると推測できる。  

 

4.3  積積みみ����ねね価価値値��のののの柱柱――ユユーートトピピアアととデディィスストトピピアアのの弁弁  

注目すべきは、価値�形成期にある小武が、空気�大人世界の�

����を��ことを学ぶことによって、「パリンプセスト」上の文

�を�要に��て���上�きするかのように、��の��を��

��してから、��したい��の石を積み��、��の価値�とい

う柱を徐々に形成している点である。この��は、��デカ���

ーカス�Mordecai Marcus�がまとめた「��小�」の 4 つの要素、

無知からの脱却、人格の成熟、主体的なア�デン�ィ�ィの��、

個人の大人の世界�の���� 33、つまり成�の��と�しく一致

している。  

最初、小武は幼く無知であり、「子供は�������がなく��

が�られているが、�に大人の��の�を��に�えられる」 34。

そのため、小武が大人の世界の「空気」を�もうとすると、��の

効果を生み出す。  

例えば、ヤクザの��
ア ワ ビ

が何度も�い��しようとすると、小武の

��は肉切り包丁をまな板にたたきつけて威嚇すると、まだ子供の

小武は、、「�つを人�のク�だ」�pp.47-48�と思うようになった。

 
32  �文「�������的����������。��������作���

�parody) 文�的ー大��」。張惠娟�2020�����的��文����文��

�』、�����出�、p.17 
33  Mordecai Marcus (1969),”What Is an Initiation Story?”in William Coyle ed.,The 
Young Man In American Literature: The Initiation Theme (New York: The Odyssey Press), 
p.32. 
34 戴華萱�2016��成�的������〇年代小說�的成����1950‐1969�』、
���萬卷樓、p.322 
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また、��小�において、社会的価値の啓蒙が、どのように少年主

人公に「死」、「性的な出来事」、「感����の始まりと�失」、「自

由�自由の�失」などの経�をもたらすかを描くことを作家たちは

��している35。   

小武が死に��した時、「人はいつか死ぬということを知った」

�p.197�という経�を経て、生と死について自�の��を�ち始め

た。例えば、「アワビの�分の��
や く ざ

も御多分に漏れず……たとえ死ん

だところでさして心も懐も痛まないアワビのような使い�ての�に

土地公捜しを命じたのだろう」�p.49�と�と本作の��で�る��

的な��を�えながら、��を��している。。   

また、���では、性と愛が分�していることも彼を困惑させて

いる。小波と同居するシーシーが、なぜ小波を��に渡したのかと

疑問を抱くと、シーシーは、「大人になったら、おたがい好きでもな

んでもねえのにいっしょにいたりするんだよ」�pp.167-168�と答え

ている。そして、性に奔放な小波は、彼に曖昧な�女�の愛�を体

�させている。「����ールの��から��が�いた。……小波が

ぼくを後ろから抱き締めた。……ぼくは彼女のなかに入りこんだよ

うな気がした」�pp.173-174�と描かれている。   

しかし、父�は、小武が���から���を�けているのを��

ごせないと思い始め、「こんなごみ溜めをおまえのゴールにしちゃい

けないんだ。……ぼくを大学にやろうと腹を決めた」�pp.195-196�。

小武は急に自由を奪われたように感じ、「ぼくの人生は、父ちゃんや

母ちゃん、��や�り師たち、そして���という柱で支えられて

いる。……大人になるためには、その柱を一本ずつ取りはずしてい

かなくてはならない」�p.197�と考え、「甘え」という柱を失ったと

感じている。   

小武の��気な洞察力は、大人の世界の規則に疑問を投げかけは

じめ、大人の決定を揺るがすだけでなく、自�の主体性を育て、大

 
35 ����2009����の�少年��小�における��������、p.139 
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また、���では、性と愛が分�していることも彼を困惑させて

いる。小波と同居するシーシーが、なぜ小波を��に渡したのかと

疑問を抱くと、シーシーは、「大人になったら、おたがい好きでもな

んでもねえのにいっしょにいたりするんだよ」�pp.167-168�と答え

ている。そして、性に奔放な小波は、彼に曖昧な�女�の愛�を体

�させている。「����ールの��から��が�いた。……小波が

ぼくを後ろから抱き締めた。……ぼくは彼女のなかに入りこんだよ

うな気がした」�pp.173-174�と描かれている。   

しかし、父�は、小武が���から���を�けているのを��

ごせないと思い始め、「こんなごみ溜めをおまえのゴールにしちゃい

けないんだ。……ぼくを大学にやろうと腹を決めた」�pp.195-196�。

小武は急に自由を奪われたように感じ、「ぼくの人生は、父ちゃんや

母ちゃん、��や�り師たち、そして���という柱で支えられて

いる。……大人になるためには、その柱を一本ずつ取りはずしてい

かなくてはならない」�p.197�と考え、「甘え」という柱を失ったと

感じている。   

小武の��気な洞察力は、大人の世界の規則に疑問を投げかけは

じめ、大人の決定を揺るがすだけでなく、自�の主体性を育て、大

 
35 ����2009����の�少年��小�における��������、p.139 

 

85 

人の社会に入ることを�められる��に向き合うことにつながる。

この��に、ちょうど池田浩士が示唆するように、��小�の�人

公は、常にコミュニティに対する想像を抱え、そこから自己を形成

すると同時に、恐怖を感じる 36。  

幼い 9 歳の小武は、「ぼくにはまだ��できないす�ての��をし

まいこんだ大きな箱――もしかすると、それが宇宙の本当の価値な

のかもしれない」�p.72�と気�に�え、���の「影」である「デ

ィストピア」の��に�っ向から対�することを�けていたはずで

ある。しかし、6 つの事�����の洗礼を受けた後、ニーチェの

『権力への意志』に、すべての��とは��に��した価値��で

ある37とあるように、小武の思考が内なる動揺を�き�し、「自分の

人生をかたちづくるものが……いつか消えてなくなるかもしれない

ということに気づいて戦慄した」� p.197�。これは、「成��」

�growing pain�の��気を��しているようなものである。   

その後は、���としての内的独白が少なからず見られる。「ぼく

はもう��生になっていて、まだ���にいて、……自分を�力的

に見せるために脇腹かふくらはぎにちっちゃな��を入れようと思

っていた」�pp.168-169�。「大学生になって……保羅奧斯特
ポ ー ル ・ オ ー ス タ ー

の「月宮
ムーンパレス

」

という小�を�んだとき、ぼくが思い出していたのは孤独さんのこ

の��のことだった」�p.39�。このような後��は、小武が後に成

�の��を無事に��し、ディストピア社会の存在をある����

したことを示唆している。   

�い�えると、『小さな場所』という作品は、小武が大人になって

から「大きな宇宙」を実感した後、昔の���のこの「小さな場所」

で�に�けた価値�を��していると�えよう。大人になってから

は、ユートピアを心に抱いていても、もはや無知ではない。この時、

小武は��の�のユートピアにはディストピアが内包されているこ

 
36 池田浩士�2008�『��小�の��』、���インパクト出版会、pp.15-48 
37 ニーチェ�、����2021�『権力への意志���』�������、pp.13-40  
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とに��き、大人になった�は、��のディストピア的な��を見

ているが、子�の�のユートピア的な感�を��ている。  

これらを小武の立場で��すると、�が��したユートピアとデ

ィストピアの��は、�の��の��である。��は�をこのディ

ストピアを内包する��から��けることに固執するが、小武は心

の中で、さ���な��し合う��を��するのではなく、���

統合しようという姿勢を見せていることがわかる。   

この��の�り�しは、小武のア�デン�ィ�ィをも「��ン�

�スト」に�え、つ�り�れを��する�つ�つの���を��し

て、時には消去し、時には�書きする��でもある。  

作品の最後に、荘子の「井の中の蛙」の��が登場するが、これ

は、���という「小さな場所」で生きることが、�るで蛙のよう

であるというメタファーであるものの、ニン姐さんは、日本人が考

えた続きの��「井の中の蛙大海を知らず、されど空の深さを知る」

�p.192�の��を引用した。これは、小武にとって、矛盾を統合す

るためのヒントになり、大小�優劣という二つの対立する固���

を��させている。��の「���日常の二つの対立を��させよ

うとする」という「日常ユートピア主義」 38の哲学とよく似ている。

張惠娟は、この主義について「ユートピアは、日常の慣習的な活動

における主体性や自己実現、��な���における救済の可能性の

��、あるいは��における人々の�体感�human togetherness�の

中で具現化できる」 39と�じている。このことから、ニン姐さんは

小武に「小さな場所」でも、日常の中に人生の美しさや深さを感じ

ることができることを�えたと�えよう。   

 
38 張惠娟�2020�����的��������本考��、���書林出版 p.185、
Michael E. Gardine(2013�“Weak Messianism: Essays in Everyday Utopianism”はいず

れも「日常ユートピア主義」を提唱している。  
39  ��「���可��現�日常���活動中�現主��自��現������

中��救�的可能������中人������human togetherness)」。張惠娟

�2020�����的��������本考��、���書林出版、p.185。  

86 87



 

86 

とに��き、大人になった�は、��のディストピア的な��を見

ているが、子�の�のユートピア的な感�を��ている。  

これらを小武の立場で��すると、�が��したユートピアとデ

ィストピアの��は、�の��の��である。��は�をこのディ

ストピアを内包する��から��けることに固執するが、小武は心

の中で、さ���な��し合う��を��するのではなく、���

統合しようという姿勢を見せていることがわかる。   

この��の�り�しは、小武のア�デン�ィ�ィをも「��ン�

�スト」に�え、つ�り�れを��する�つ�つの���を��し

て、時には消去し、時には�書きする��でもある。  

作品の最後に、荘子の「井の中の蛙」の��が登場するが、これ

は、���という「小さな場所」で生きることが、�るで蛙のよう

であるというメタファーであるものの、ニン姐さんは、日本人が考

えた続きの��「井の中の蛙大海を知らず、されど空の深さを知る」

�p.192�の��を引用した。これは、小武にとって、矛盾を統合す

るためのヒントになり、大小�優劣という二つの対立する固���

を��させている。��の「���日常の二つの対立を��させよ

うとする」という「日常ユートピア主義」 38の哲学とよく似ている。

張惠娟は、この主義について「ユートピアは、日常の慣習的な活動

における主体性や自己実現、��な���における救済の可能性の

��、あるいは��における人々の�体感�human togetherness�の

中で具現化できる」 39と�じている。このことから、ニン姐さんは

小武に「小さな場所」でも、日常の中に人生の美しさや深さを感じ

ることができることを�えたと�えよう。   

 
38 張惠娟�2020�����的��������本考��、���書林出版 p.185、
Michael E. Gardine(2013�“Weak Messianism: Essays in Everyday Utopianism”はいず

れも「日常ユートピア主義」を提唱している。  
39  ��「���可��現�日常���活動中�現主��自��現������

中��救�的可能������中人������human togetherness)」。張惠娟

�2020�����的��������本考��、���書林出版、p.185。  

 

87 

そこで、この寓�を�いた小武は、小さな芸術家になって、書く

ことに夢中になり、一見相容れないユートピアとディストピアの�

点を一つにまとめようとする。「一文字一文字、����を��て�

稿用紙の升目を埋めていき、そしてとうとう最後の句点を打った。

……それから、�を上げて�った。「クジラと会ったあとの蛙の気持

ちは、ふたとおりしか思いつかなかったんだ。自分を憐れむか、さ

もなきゃクジラを憐れむか」�p.230�。この自分への同情というメタ

��ーは、子供��エ��がディストピアの世界を��していない

ことを意味しているのであろう。しかし、大人の世界を見てしまっ

た大人�クジラ�も、ユートピアの世界�子供の�の�しさ�への

純粋な信念を失っているので、同情に値する。この��は、東山が

エッセイ「石柱」で、以下のように新しい時代の子供のアイデンテ

ィティ形成について��ていることから��できる。  

      

わたしの考えでは、アイデンティティとは石をひとつずつ積み

上げた柱のようなものだ。そのいちばん下の土台は、「自分はこの

��の子供だ」という自己��である。この土台の上に人はこつ

こつとアイデンティティの石塊
い し く れ

を積み上げていく。……わたした

ちは生活環境や先天的・後天的な性向、そして嗜好
し こ う

や哲学にした

がって石を積み上げていく。……かつて石柱の積み方は国や社会

によって規制されていた。……しかし、いまや柱の積み方は千差

万別である40。  

 

つまり、小武は出自である���にしっかりと「甘え」、大人の固

定�念に惑わされることなく、子供の�のユートピアの��を確固

たるものとして主�的に�えることで、安定したアイデンティティ

を支え、矛盾を統合し、主体性のある価値�を積み��る�気を持

つことができたのである。したがって、本作が示したユートピアの

 
40 東山彰良�2019�「石の柱」��境�、東����社、pp.18-19 
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定義は、�人の意�に�きく��しており、�人の��の��的ル

ールで定められた��の���ではなく、自由と孤独、勇気と決意

などの代償や��に基づいた主�的な意�で決定されると考えられ

る。   

 

5.  おおわわりりにに  

本作は、�考��ルと��・文化��ルの「パ�ン��スト」と

いう形態を�して、�石�交の���と、��な��・文化が交差

�る���を浮き彫りにしている。  

�た、構���ルにおいて�、�の「パ�ン��スト」の��み

を��小��成�小��の��に�有機的に投影している。周縁人

の��る���で、��をめ�る����によ�て��た�定的�

�定的な���、さらには�の����に�る「�え」の��が�

たらしたユートピアと周縁人がみせたディストピアの��を�して、

小武のアイデンティティは「パ�ン��スト」のように、�り�し

����書きされている。  

小武は���いた���の石を積み��て、徐々に���の柱を

形成し、矛盾を統合して、自己アイデンティティを再構築している。

最終的には、ディストピアの中にユートピアが内包されていること

を受け入れて、���日常の��の��を��させ、「井の中の蛙…

…空の深さを知る」という日常のユートピア主義を具現化しようと

�る小武の成��りを�き出している。  

 

参参考考文文献献  

日日本本����五五十十������  

アーヴィング・ゴッフマン (Erving Goffman)�、石����2001�

『スティグマの社会学―烙印を押されたアイデンティティ』東

��せりか書房、pp.16-18 

����� 2008�『��小�の��』東��インパクト出版会、

pp.15-48 

88 89



 

88 

定義は、�人の意�に�きく��しており、�人の��の��的ル

ールで定められた��の���ではなく、自由と孤独、勇気と決意

などの代償や��に基づいた主�的な意�で決定されると考えられ

る。   

 

5.  おおわわりりにに  

本作は、�考��ルと��・文化��ルの「パ�ン��スト」と

いう形態を�して、�石�交の���と、��な��・文化が交差

�る���を浮き彫りにしている。  

�た、構���ルにおいて�、�の「パ�ン��スト」の��み

を��小��成�小��の��に�有機的に投影している。周縁人

の��る���で、��をめ�る����によ�て��た�定的�

�定的な���、さらには�の����に�る「�え」の��が�

たらしたユートピアと周縁人がみせたディストピアの��を�して、

小武のアイデンティティは「パ�ン��スト」のように、�り�し

����書きされている。  

小武は���いた���の石を積み��て、徐々に���の柱を

形成し、矛盾を統合して、自己アイデンティティを再構築している。

最終的には、ディストピアの中にユートピアが内包されていること

を受け入れて、���日常の��の��を��させ、「井の中の蛙…

…空の深さを知る」という日常のユートピア主義を具現化しようと

�る小武の成��りを�き出している。  

 

参参考考文文献献  

日日本本����五五十十������  

アーヴィング・ゴッフマン (Erving Goffman)�、石����2001�

『スティグマの社会学―烙印を押されたアイデンティティ』東

��せりか書房、pp.16-18 

����� 2008�『��小�の��』東��インパクト出版会、

pp.15-48 

 

89 

�堂����2019�『デ���������シ�ン����の現�と

対峙する想像力』東京�作品社、p.14 

��彰��1989�「����の��」���代�編『�������  

��と����』、東京���書�、p.99 

�����2019�『文�  デザインされた聖のかたち :��の��と�

現の歴史』京��ミネルヴァ書房、pp.60-100 

��������イ��Gregory Claeys��、���、小����

�2013�『�����の歴史』東京�東�書�、p.10  

�����2004�『「��」の��』、東京�弘文堂、p.35、p.275 

�����2000�『�テ����の��』、東京�夏目書房 pp.192-

195、p.236 

�����1998�「���な�の�����代����ける文�と�

テラシイ」、『現代思想』26-10、東京���社、p.111 

�����、����2021�『�力�の�����』東京�筑摩書房

pp.13-40 

����「�の�����う�⑦東山彰良「小さな場所」」、Ameba、

2020.5.29.https://ameblo.jp/mikikon1031/entry-12600296602.html 

�2020.12.12 閲覧�  

東山彰良�2017�『�』、東京���社、p.126、p.143   

東山彰良�2019�『��』、東京���社、pp.13-14、pp.18-20、p.115、

pp.176-177  

東山彰良�2019.11�「���場  最後のもうひと目だけ。」東京人編

��『東京人』、東京�����、p.55 

�������「���ァイル」

http://zokeifile.musabi.ac.jp/%e9%81%a0%e8%bf%91%e6%b3%95/  

�2020.12.1 ���  

�����、東山彰良� 2016�「対�  ���小�の場所と��の

「台湾」」『すばる』38-4、東京���社、pp.168-182  

李琴峰「作�����������東山彰良�小小����」、東山

彰良�、�����2019�『小小�場所』台������、p.5 

88 89



 

90 

中中国国����画画数数����  

����2009�������化���������」�������

與建構」『文化研究』9、���中華民国文化研究学会、p.120 

��文�2009�『�����������������』���秀威

��、p.139 

���2005�『��文�����』�������、p.35   

����2020�『������文�研究與文���』�������

pp.17-18 

��彥�1999�『�������������』���博揚文化、

pp.110-129 

�華�� 2016�『�������������說������

�1950‐1969�』������、p.322、p.325、p.358   

 

英英����アアルルフファァベベッットト����  

Michael E. Gardine (2013), Weak Messianism: Essays in Everyday 

Utopianism, Peter Lang, Oxford 

Mordecai Marcus (1969), “What Is an Initiation Story?” in William Coyle 

ed., The Young Man In American Literature: The Initiation Theme , 

New York: The Odyssey Press, p.32 

90 91


